












調査
年 度 発掘調査地区

主な発見遺構
掲載報告書次数 I 期 II 期

119次 1998年 HlO 郡山廃寺北辺、東辺 SA177、SA1775 郡山XIX（仙台市文化財調査報告書第234集）
120次 1998年 HlO 郡山廃寺東辺、南辺 郡山XIX（仙台市文化財調査報告書第234集）
121次 1998年 HlO 方四町II期官術中枢部南端 SA33、SD35 郡山X]X（仙台市文化財調査報告書第234集）
122次 1998年 HlO 方囮訂Il問官樹中枢菰南端、 I期官爾中枢部 SA1740、SB1795 郡山XIX（仙台市文化財調査報告書第234集）
123次 1998年 HIO l期官術南部 郡山XIX（仙台市文化財調査報告書第234集）
124次 1998年 HIO I期官術南部 祁山 ー 第124次 ー（仙台市文化財調査報告書第251集）
125次 1999年 Hll I期官術西南部 郡山xx（仙台市文化財調査報告書第244集）
126次 1999年 Hll 郡山廃寺東辺、南辺部 郡山xx（仙台市文化財調査報告書第244集）
127次 1999年 Hll 方四町II期官術中枢部 郡山xx（仙台市文化財調査報告書第244集）
128次 1999年 Hll 郡山廃寺南辺部 SA1850、SB1880 郡山xx（仙台市文化財調査報告書第244集）
129次 1999年 Hll 方四町l]期官街外郭西辺 郡山xx（仙台市文化財調査報告書第244集）
130次 1999年 Hll I期官術南部 郡山xx（仙台市文化財調査報告書第244集）
131次 1999年 Hll II期官術束部、 I期官術 郡山xx（仙台市文化財調査報告書第244集）
132次 2000年 Hl2 郡山廃寺南西部 SA1850 郡山21（仙台市文化財調査報告書第250集）
133次 2000年 Hl2 郡山廃寺南東部 SA1850 郡山21（仙台市文化財調査報告書第250楳）
134次 2000年 Hl2 方四町1I期官術南東部 郡山21（仙台市文化財調査報告書第250集）

135次 2000年 Hl2 I期官術東辺
SA1855、SA1910、

郡山21（仙台市文化財調査報告書第250集）SD1957、SD1958

136次 2000年 Hl2 遺跡南西部 郡山21（仙台市文化財調査報告書第250集）
137次 2000年 Hl2 南方官衡東地区 郡山21（仙台市文化財調査報告書第250集）

138次 2001年 Hl3 南方官術西地区
SA1855、SA1910、 SD2000、SB2010、

郡山22（仙台市文化財調査報告書第258集）SA1995、SA2005 SB2015 

139次 2001年 Hl3 郡山廃寺東隣接地 小鶴城跡ほか（仙台市文化財調査報告書第261集）
140次 2001年 Hl3 方四町l]期官術中枢部東 郡山22（仙台市文化財調査報告書第258集）
141次 2001年 Hl3 寺院東方建物群東 小鶴城跡ほか（仙台市文化財調査報告書第261集）
142次 2001年 Hl3 I1期官術中枢部東 SI1975 郡山22（仙台市文化財調査報告書第258集）
143次 2001年 Hl3 方四町I1期官術東隣接地 郡山22（仙台市文化財調査報告書第258集）
144次 2001年 Hl3 I期官術西方 未刊（長町副都心土地区画整理事業関連）
145次 2002年 Hl4 遺跡内東部 郡山23（仙台市文化財調査報告書第263集）

146次 2002年 Hl4 郡山廃寺南部
SA1850、SB2025

郡山23（仙台市文化財調査報告書第263集）
その他 SK2053 

147次 2002年 Hl4 南方官稲j西地区（平成15年度含む） SA1855、SA2005 SD2000 郡山23（仙台市文化財調査報告書第263集）

148次 2002年 Hl4 方四町II期官術北辺
SA616 

郡山23（仙台市文化財調査報告書第263集）
その他 SI2084 

149次 2002年 Hl4 遺跡内東部 年報24（仙台市文化財調査報告書第267集）
150次 2002年 Hl4 遺跡内南部 郡山23（仙台市文化財調査報告書第263集）
151次 2002年 Hl4 方四町11期官術南西コ ー ナ ー SB51 郡山23（仙台市文化財調査報告書第263集）

147次 2003年 Hl5 南方官樹西地区 、I期官術東辺 SA1855、SA2005、
SA1283、SB2045 郡山24（仙台市文化財調査報告書第269集）（平成14年度追加調査） SX2093 

152次 2003年 Hl5 I期官面東辺 SA2055、SA2060、SA2065 郡山24（仙台市文化財調資報告書第269集）
153次 2003年 Hl5 遺跡内南部 郡山24（仙台市文化財調査報告書第269集）
154次 2003年 Hl5 郡山廃寺西辺 郡山24（仙台市文化財調査報告書第269集）
155次 2003年 H15 方四町1I期官術内南西部 郡山24（仙台市文化財調壺報告書第269集）
156次 2003年 Hl5 方四町1I期官術内北部 郡山24（仙台市文化財調査報告書第269集）
157次 2003年 Hl5 方二町推定寺域西辺 郡山24（仙台市文化財調査報告書第269集）
158次 2004年 Hl6 I期官術中枢部南東側 郡山25（仙台市文化財調査報告書第284集）
159次 2004年 Hl6 南東官術西地区 郡山25（仙台市文化財調査報告書第284集）
160次 2004年 Hl6 方四町II期官術内北東部 郡山25（仙台市文化財調査報告書第284集）
161次 2004年 Hl6 南方官術西地区 郡山25（仙台市文化財調査報告書第284集）

方四町lI期官樹内東部
1区郡山 ー 162次 一

（仙台市文化財調査報告書第288集）
162次 2004年 Hl6 

(
1区 宅地造成に伴う事前調査）

SB2115 
2区範囲確認調査 2区郡山25

（仙台市文化財調査報告書第284集）
163次 2004年 Hl6 方四町1I期官術内北部 郡山25（仙台市文化財調査報告書第284集）
164次 2004年 Hl6 郡山廃寺西辺 郡山 ー 164次 ー（仙台市文化財調査報告書第288集）
165次 2004年 Hl6 方四町II期官術内東部 郡山25（仙台市文化財調査報告書第284集）

第2表 郡山遺跡調査地区掲載報告書一 覧(4)
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第2章 位置と環境

第1節 遺跡の位買と地理的環境

1 ． 郡山遺跡の位置

郡山遺跡は宮城県の中央に所在する仙台市の南東部、太白区郡山二丁目から同六丁目にかけて広がる遺跡である。

遺跡の範囲は東西800m、 南北900mの約60万面に及んでいる。 遺跡は東北本線と国道 4 号線バイパスに挟まれた位

置にあり、 さらに北へ300mで東西に広瀬川が流れ（総括編(2)図版1)、 南へ1kmで東西に名取川が流れ（総括編(2)

図版2)ている。 この両河川は遺跡から南東へ1.5kmで合流している。 この合流点から名取川の河口までは6kmで、

仙台平野のほぼ中心に位置し、 仙台湾の海岸線から奥羽山系まで最短距離のライン上にある。

2. 郡山遺跡の地理的環境

仙台市中心部の地形は、 西半部と東半部で大きく異なっている。 西半部は奥羽山脈から派生する七北田丘陵、 青

葉山丘陵、高館丘陵と名取川の文流である広瀬川が形成した段丘地形からなっている。段丘は古期から青業山段丘、

台ノ原段丘、 上町段丘、 中町段丘、 下町段丘と呼ばれている。 仙台市の市街地は、 このうち台ノ原段丘から下町段

丘にかけて江戸時代以降に形成されてきた。

東半部は海岸より幅10km程の「宮城野海岸平野」と呼ばれる沖積平野である。 北は宮城郡七ヶ浜町から、 南は

亘理郡山元町までの長さ40km程の三日月形に広がっている。 この平野は七北田川、 名取川、 阿武隈川の堆積物に

よって形成され、 流域には扇状地、 自然堤防、 後背湿地、 旧河道などの地形が複雑に入り組んでいる。 また現在の

海岸線から奥へ 4 から5列の浜堤が形成されている。 沖積平野上の標高は5m以下が大部分であるが、 広瀬川や名

取川の扇状地や内陸では10mから15mに達しているところもある。

郡山遺跡の立地するのは、 北東を広瀬川、 南を名取川、 西を長町一利府構造線によって画されている郡山低地の

中央やや東よりで、 標高8 mからllmの自然堤防と後背湿地上にある。 遺跡内には数条の旧河道が観察されるが、

遺跡南端を通り地表に1mから1.5m程の段差を示す旧河道は顕著である。 また近年の発掘調査において、 郡山遺

跡の北西部に古代に遡る河川跡が発見されている（註7)。

第2節 周辺の遺跡と歴史的環境

仙台市南部の太白区は名取川の両岸や青葉山丘陵の先端に当たる向山、 土手内の丘陵部にかけて、 多くの遺跡が

ある。 昭和20年代頃までは長町や中田を交通や商業の中心として、 周辺に農村の風景が広がっていた。 水田の中に

古墳が点在していたことを確認出来るのもこの頃までである。 とりわけ丘陵部については昭和30年代以降に宅地開

発が活発に行われ、 住宅団地となって行った。 また平野部でも昭和40年代後半から国道286号線のバイパス工事、

50年代に入ってからの富沢地区での区画整理事業により、 農地であったところが住宅地に一変してしまった。

このような中で昭和50年代後半以降は、 街と農村部の変貌に追い立てられながら、 各所の遺跡で発掘調壺に暇が

ない状況であった。 発掘調査の行われた遺跡は、 多くが記録には残るが、 地上からは姿を消して行く。 調資成果の

蓄積や関連科学の進歩によって、 当時では注視されなかった遺構、 遺物が、 後の時代には重要なものとして扱われ

ることがある。 発掘調壺件数の多さの裏には、 後世に伝えるべき情報の減少という一 面がある。 これまで発掘調査

された遺跡と、 未調査ではあるが遺物の分布などから年代の推定される遺跡を含め、 仙台平野南部の歴史的環境を

概観してみる。 なお近世以降については、 文献資料や地図にもとずき現在に至る様子を略述する。

旧石器時代

旧石器時代の遺跡は名取川の流域では、 山田上ノ台遺跡(5)、 北前遺跡(6)、 上ノ原山遺跡、 川添東遺跡、 富沢遺

跡(7)、 吉ノロ遺跡(71)などがある。 山田上ノ台遺跡ではナイフ形石器を含む後期旧石器が321点出士し、 姶良Tn
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